
第２回ワークショップ テーマ２「ごみの減量と資源化」 

 

チーム名：オリンピックチーム 

 

分類 意 見 

仕分け 
・ごみ袋の分類 

・ごみ仕分けを徹底する。特に、紙とごみ 

買い物の

心得 

・計画的に買う。 

・使い始めの日付を入れる。 

・要らない物は買わない。 

・安いからと買わない 

・包装がシンプルなものを選ぶ（買う）。 

生活雑貨 

減量 

・洗濯は一度にする。（分けないで） 

・裏紙を利用する。（パソコンなどで） 

食 
・おかずをつくりすぎない。 

・大皿より各々皿（小鉢）。 

 

 

食 

仕分け 

ごみへの意識

が高まる。 

市民に減量

することを

徹底する。 

生活雑貨 

減量 

ごみを減らす

生活をする。 

買い物時の心得 
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第２回ワークショップ テーマ２「ごみの減量と資源化」 

 

チーム名：ゴミラブ 

 

分類 意 見 

毎日の心掛け 

・室内に「紙ごみ」の袋を用意する。 

・服等は新しいのを買った時には、年間通して着て

いない服は、資源としてまめに出す。 

買い物時の心掛け 

・ごみ減量にトレイ等はスーパー等で小袋に入れ替

えて自宅に持ち帰る。 

・マイバックを持参する。 

・シャンプー、化粧品 

買い物時の注意点 

・最近は、調理等で無駄のないよう工夫している。

（料理教室にて） 

・不用かどうか一度考えて品を買う。 

・冷蔵庫に買い物に出かける前に「それ本当に必要

ですか」と表示する。 

・買い物は、メモをして買う。 

・詰め替え商品を利用する。 

・広告食品等に踊らされない。 

ごみかごへの 

注意表示 

・ごみかごの上に市の目標を具体的に表示する。 

・「『せん定枝』それはごみではありません。」と集

積所に表示する。 

その他１ 

・集積所単位で、分別の問題がある場合は、自治会

へ連絡を！ 

・「ごみ出しサポート隊」を編成して、分別指導や

高齢者サポートを行う。 

その他２ 
・老人会等の集まり等で、（弁当を）残さないよう

工夫できるとよい。 

分別時の注意 ・感熱性発泡紙は資源にならないので注意！ 

 

  



第２回ワークショップ テーマ２「ごみの減量と資源化」 

 

チーム名：さくら班 

 

分類 意 見 

収集 

・集合住宅への対応を厳しくする。 

・ボランティア（集合住宅）見張りなど必要 

・戸別収集とする。 

・家電はできるだけリサイクル店へ持って行く。 

サービス 
・生ごみの水切りの仕方の紹介 

 ※水切り袋の配布 

有効利用 

・給食施設からのごみを飼料化する。 

・葉物の葉は、要らなかったら店で捨ててくる。 

 ※店で捨てれば、資源化できる。 

インセンティブ ・スリムストアーの拡張 

買い物 

・果物等のパックから出して自宅に持ち帰る。 

・スーパー、野菜直売所でマイバッグを利用する。 

・食品の量り売り 

・外食の食べ残しは持って帰る。 

有料化 

・有料化する。 

・ごみの処理費用の完全有料化 

・市（行政側）が優しすぎる。ペナルティーを考え

る。 

 

  



第２回ワークショップ テーマ２「ごみの減量と資源化」 

 

チーム名：街をきれいにしましょう！！ 

 

分類 意 見 

無駄をなくす 

・買いだめをしない。 

・まとめ買いはしない。 

・スーパーに行ったら手には取るが、食べるか

どうか考えてから買う。 

・もらい物が多く食べられない時は、人にあげ

る。 

・レジ袋を 10 円じゃなく、もっと安く！ 

・レジ袋は、正直欲しい。ごみを捨てるのにち

ょうどいい。 

教育 

・親は子どもの言うことを聞く。 

・子ども（学校関係者）に教育する。 

・街をきれいにすること。各自が心掛ける。 

外食時 
・外食をするときに、食べられない人は最初に

御飯少な目など先に伝える。 

資源化 
・コンポストを各集積所において、生ごみの堆

肥化 

ポイント制 ・資源にする！ポイント制 

 

 


